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新
収
蔵
資
料
紹
介

は
じ
め
ま
し
た

9 月度 新収蔵資料紹介コーナー展示風景

6月度 新収蔵資料紹介コーナー展示風景

月 テーマ

４月 学校創設に尽力、教育者・細見保

５月 写真のなかの牛島謹爾

６月 記念品に込めた久留米の思い

７月 戦時資料１　久留米から戦地へ

８月 戦時資料２　戦時下の久留米

９月 久留米絣産業の発展を担う、近代の手織り職人

10 月 幕末維新期の和歌短冊
 ～水野正名、稲次成令・正足～

11 月 表具師・岡来蔵関係資料１　芸術家との親交　
 ～坂本繁二郎、豊田勝秋～

12 月 表具師・岡来蔵関係資料２　書簡集
 ～石橋正二郎と画家をつなぐ～

1月 御井町水天宮の近代
 ～受け継がれる地域の信仰～

２月 家族の生活、成長のために
 ～家政学教本と知育玩具～

３月 近代田主丸地域の産業振興計画
 ～郡是・村是～

《 

新
収
蔵
資
料
紹
介
コ
ー
ナ
ー
と
は 
》

　久
留
米
市
で
は
、
歴
史
、
民
俗
、
美
術

な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
本
市
の
歴

史
文
化
に
関
わ
る
資
料
を
「
文
化
財
収
蔵

資
料
」
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
寄
贈
や
寄
託
、
あ
る
い
は
購
入
に

よ
っ
て
収
集
し
た
資
料
数
は
、
９
万
件
以

上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
収
集
し
た
資
料
は
、

後
世
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
展

示
や
研
究
に
活
用
す
る
た
め
、
整
理
を
行

い
、
目
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　新
た
に
収
蔵
資
料
に
加
わ
っ
た
資
料
を

い
ち
早
く
公
開
す
る
た
め
、
令
和
４
年
４

月
、
六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
一

角
に
「
新
収
蔵
資
料
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
を

新
設
し
、
月
替
わ
り
で
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。

《 

令
和
４
年
度
の
展
示 

》

　４
月
に
は
本
市
に
県
内
初
の
高
等
女
学

校
を
創
設
し
た
教
育
者
・
細ほ

そ
み見

保た
も
つの

伝
記

関
係
資
料
、
５
月
に
は
渡
米
し
て
実
業
家

と
し
て
成
功
し
た
「
ポ
テ
ト
キ
ン
グ
」
こ

と
牛
島
謹き
ん
じ爾

の
写
真
ア
ル
バ
ム
、
６
月
に

は
く
る
め
水
の
祭
典
な
ど
昭
和
30
〜
50
年

代
に
市
内
の
催
事
で
配
ら
れ
た
記
念
品
を

公
開
し
ま
し
た
。

　７・
８
月
は
「
終
戦
の
日
」
の
時
期
に

あ
わ
せ
て
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
戦
時
資
料
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。
９
月
か
ら
３
月
の
展
示
資
料
に
つ
い

て
は
、
本
号
２
〜
５
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　２
月
に
は
昭
和
戦
後
期
の
子
ど
も
用
の

玩
具
、
３
月
に
は
田
主
丸
地
域
の
郡
是
や

村
是
な
ど
近
代
の
行
政
関
係
資
料
を
展
示

し
ま
し
た
。

　開
始
か
ら
ま
だ
１
年
で
す
が
、
多
岐
に

わ
た
る
収
蔵
資
料
か
ら
、
久
留
米
の
歴
史

文
化
が
持
つ
多
様
性
を
少
し
で
も
感
じ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
　
　＊

　展
示
替
え
の
予
定
に
つ
い
て
は
、随
時
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〒
830-

0031
　久
留
米
市
六
ツ
門
町
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